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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 66,730 △1.3 11,825 13.3 11,661 22.2 7,081 62.3
23年3月期第1四半期 67,578 42.8 10,436 ― 9,545 ― 4,363 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 8,599百万円 （230.4％） 23年3月期第1四半期 2,603百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 30.64 30.59
23年3月期第1四半期 18.55 18.53

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 293,910 125,657 41.5
23年3月期 290,596 118,767 39.5

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  121,831百万円 23年3月期  114,875百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 4.00 ― 6.00 10.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

第2四半期(累計) 135,000 △0.0 21,500 14.5 19,800 15.4 12,000 31.7
通期 283,000 4.7 35,000 △0.8 33,000 △1.9 20,000 9.3



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料P.３ 「２．サマリー情報（その他）に関する事項」 の 「（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」 をご覧くだ
さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 
（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法について） 
 当社は、平成23年８月８日（月）に証券アナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会の資料については、開催後速やかに当社ホー
ムページに掲載する予定です。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 242,075,556 株 23年3月期 242,075,556 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 10,967,194 株 23年3月期 10,963,940 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 231,110,018 株 23年3月期1Q 235,175,527 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災による被害により、一部回復

基調にあった企業活動にも大きな影響が生じました。また、欧州財政危機や不安定な米国経済の影響による円高

傾向の継続や中国等の新興国経済の停滞懸念等の拡がりにより、先行き不透明な状況で推移しました。 

当社グループは、このような環境のもとで、引き続き「ＺΣ運動」による徹底したコスト削減に努めるととも

に、エラストマー素材事業におきましては販売価格の改定、高機能材料事業におきましては付加価値の高い新製

品の開発と事業拡大に取り組んでまいりました。 

  この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は667億30百万円となり、前年同期に比べて8億49百万円の減収と

なりました。また、営業利益は118億25百万円と前年同期に比べて13億89百万円の増益、経常利益は116億61百万円

と前年同期に比べて21億16百万円の増益、四半期純利益は70億81百万円と前年同期に比べて27億18百万円の増益と

なりました。 
  

セグメントの業績は、次の通りであります。 
  

（エラストマー素材事業部門） 

  合成ゴムの国内販売は、主要用途であるタイヤ向けでは顧客の需要が堅調に推移し、自動車関連部品向けでは震

災などによる自動車生産減により落込みましたが、原料高に応じた価格改定の実施により、販売数量、売上高とも

前年同期を上回りました。輸出につきましては、国内同様に価格改定を行いましたが、荷繰り販売調整の実施によ

り販売数量、売上高ともに前年同期を下回りました。海外子会社は、販売数量は前年同期を下回ったものの、原料

価格に応じた価格改定を進めた結果、売上高は米国子会社、英国子会社とも前年同期を上回りました。以上の結

果、合成ゴム全体では、売上高は前年同期を下回りましたが、営業利益は前年同期を上回りました。 

  合成ラテックスの国内販売は、価格改定を実施したものの震災による製紙用途向けの販売の減少等により、販売

数量、売上高とも前年同期を下回りました。輸出につきましては、手袋用途、一般工業用途向けで荷繰り販売調整

を行ったため販売数量は前年同期を下回りましたが、価格改定を進めた結果、売上高は前年同期を上回りました。

以上の結果、合成ラテックス全体では、売上高、営業利益とも前年同期を下回りました。 

  化成品の国内販売は、競合メーカーの生産調整に伴う引合いもあり、販売数量、売上高ともに前年同期を上回り

ました。輸出も、国内同様に引合いが増え、販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。タイ子会社は、販

売数量は前年同期を下回りましたが、タイ国内の道路需要が堅調に推移したことなどにより売上高は前年同期を上

回りました。以上の結果、化成品全体では、売上高、営業利益ともに前年同期を上回りました。 

 以上の結果、エラストマー素材事業部門全体の売上高は前年同期に比べて、7億24百万円増加し439億87百万円と

なりました。営業利益は前年同期に比べて、25億26百万円増加し97億40百万円となりました。  
  

（高機能材料事業部門） 

  高機能樹脂関連では、一部国内ユーザーで震災の影響があり販売数量は前年同期を下回りましたが、光学レン

ズ・医療用途向けとも堅調であり売上高は前年同期を上回りました。高機能部材関連では、モバイル向け光学フィ

ルム等は堅調に推移したものの、ＴＶ向け光学フィルム需要は減少しました。以上の結果、高機能樹脂及び部材全

体では売上高、営業利益とも前年同期を下回りました。 

  情報材料関連では、電池材料は、販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。トナーおよびエッチング用

ガスは販売数量、売上高ともに前年同期を下回りました。以上の結果、情報材料全体では、売上高、営業利益とも

に前年同期を下回りました。 

  化学品関連では、特殊化学品が香料用途の需要回復や拡販により好調に推移したものの、合成香料は荷繰り販売

調整の実施や円高の影響を受けました。以上の結果、化学品全体では売上高、営業利益ともに前年同期を下回りま

した。 

  以上の結果、高機能材料事業部門全体の売上高は前年同期に比べて、7億58百万円減少し139億51百万円、営業利

益は前年同期に比べて、11億3百万円減少し18億83百万円となりました。 
  

（その他の事業部門） 

  その他の事業においては、子会社の商事部門の売上高が前年同期を下回りました。 

 以上の結果、その他の事業部門全体の売上高は前年同期に比べて、6億55百万円減少し93億3百万円となりました

が、営業利益は0百万円増加し2億18百万円となりました。 

  

 なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、当第１四半期連結累計期間の比

較・分析は、セグメント区分変更後の数値によっております。詳細は、「３．四半期連結財務諸表 （４）セグメ

ント情報等 Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）」の「２．報告セグメ

ントの変更等に関する事項」をご参照ください。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成23年７月27日に公表しました業績見通しの数値に変更はありません。  

  

  

  

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

原価差異の繰延処理 

 季節的に変動する操業度等により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当

該原価差異を流動資産（その他）および流動負債（その他）として繰り延べております。 

   

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,129 7,682

受取手形及び売掛金 65,482 65,413

商品及び製品 34,233 33,633

仕掛品 3,097 3,903

原材料及び貯蔵品 8,600 9,663

未収入金 24,788 30,458

繰延税金資産 4,242 4,394

その他 1,231 3,572

貸倒引当金 △60 △63

流動資産合計 156,741 158,654

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 33,172 33,489

機械装置及び運搬具（純額） 42,301 40,218

土地 13,630 13,638

建設仮勘定 4,791 7,291

その他（純額） 2,048 2,093

有形固定資産合計 95,942 96,729

無形固定資産   

その他 3,996 3,952

無形固定資産合計 3,996 3,952

投資その他の資産   

投資有価証券 28,361 29,171

繰延税金資産 2,153 1,592

その他 3,785 4,192

貸倒引当金 △383 △381

投資その他の資産合計 33,917 34,575

固定資産合計 133,855 135,256

資産合計 290,596 293,910
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 60,929 62,847

短期借入金 17,997 17,839

未払法人税等 10,988 4,414

賞与引当金 1,760 168

その他の引当金 2,021 2,520

その他 11,441 15,122

流動負債合計 105,137 102,910

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 42,866 42,233

繰延税金負債 545 571

退職給付引当金 9,478 9,334

環境対策引当金 792 792

その他の引当金 606 17

その他 2,404 2,397

固定負債合計 66,691 65,344

負債合計 171,828 168,254

純資産の部   

株主資本   

資本金 24,211 24,211

資本剰余金 18,374 18,374

利益剰余金 87,277 92,971

自己株式 △8,147 △8,149

株主資本合計 121,715 127,407

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,347 3,055

繰延ヘッジ損益 0 △0

為替換算調整勘定 △7,899 △7,316

年金負債調整額 △1,288 △1,315

その他の包括利益累計額合計 △6,840 △5,576

新株予約権 234 247

少数株主持分 3,659 3,579

純資産合計 118,767 125,657

負債純資産合計 290,596 293,910
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 67,578 66,730

売上原価 46,876 44,091

売上総利益 20,702 22,638

販売費及び一般管理費 10,266 10,813

営業利益 10,436 11,825

営業外収益   

受取利息 18 20

受取配当金 362 458

雑収入 264 227

営業外収益合計 644 706

営業外費用   

支払利息 296 266

為替差損 1,133 186

休止固定資産減価償却費 37 311

雑損失 69 107

営業外費用合計 1,535 870

経常利益 9,545 11,661

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10 －

事業譲渡益 － 416

その他 28 0

特別利益合計 38 417

特別損失   

固定資産処分損 954 46

投資有価証券評価損 1,010 508

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 651 －

その他 4 36

特別損失合計 2,619 590

税金等調整前四半期純利益 6,964 11,488

法人税等 2,503 4,197

少数株主損益調整前四半期純利益 4,461 7,290

少数株主利益 98 209

四半期純利益 4,363 7,081
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,461 7,290

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,854 726

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 11 610

年金負債調整額 △15 △27

その他の包括利益合計 △1,858 1,308

四半期包括利益 2,603 8,599

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,524 8,346

少数株主に係る四半期包括利益 79 253
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該当事項はありません。 

   

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・住宅部材等の販売

等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額19百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・住宅部材等の販売

等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△16百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  当社は、新中期経営計画に基づき、当第１四半期連結会計期間より、従来「その他」の区分に属して

いました包装材料事業等を「エラストマー素材事業」セグメントとし、医療器材事業等を「高機能材料

事業」セグメントとしております。 

  この変更に伴い、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報を、当第１四半期連結累計期間のセグ

メント区分に合わせて作成しております。  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント
その他
（注１） 

合計
調整額 
（注２）  

四半期連結損
益計算書 
計上額 
（注３） 

エラストマー
素材事業 

高機能材料
事業 

計

売上高              

外部顧客への売上

高 
 42,968  14,708  57,676  9,902  67,578  －  67,578

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

 295  －  295  56  351  △351  －

計  43,263  14,708  57,971  9,958  67,930  △351  67,578

セグメント利益  7,215  2,986  10,200  217  10,418  19  10,436

  

報告セグメント
その他
（注１） 

合計
調整額 
（注２）  

四半期連結損
益計算書 
計上額 
（注３） 

エラストマー
素材事業 

高機能材料
事業  

計

売上高              

外部顧客への売上

高 
 43,530  13,951  57,480  9,249  66,730  －  66,730

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

 458  －  458  54  511  △511  －

計  43,987  13,951  57,938  9,303  67,241  △511  66,730

セグメント利益  9,740  1,883  11,623  218  11,841  △16  11,825
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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